
2021年3月22日
ArCS II北極航路課題・2020年度報告会

榎本 浩之
（国立極地研究所・ArCS II プロジェクトディレクター）

ArCS IIの活動内容と
展望について



ArCS IIの活動内容と展望について

社会、プロジェクト全体から
研究課題へ

研究課題から
プロジェクト全体、社会へ、将来へ



プロジェクトの背景

『我が国の北極政策』
2015年10月16日 総合海洋政策本部

『第3期海洋基本計画』
2018年5月15日 閣議決定

 北極の諸課題への対応に貢献する国家意思を表明することにより、日本のプレゼンスを確保し、北極をめぐる国際社会の取組
を主導する。

 北極政策が初めて主要政策の一つとして位置付けられた。
 北極をめぐる議論の主要なプレイヤーとして、広範な国際協力に基づく地球規模課題の解決に貢献する。

 北極域の自然環境の急激な変化は、北極域にとどまらず、地球全体の環境や生態系に大きな
影響を与えることが科学的に指摘されており、将来への深刻な懸念が国際的に共有されている。

 北極域の海氷の減少は、北極海航路の利活用や海底資源開発などによって経済活動の飛躍
的な拡大につながることが期待されており、北極圏国だけでなく、多くの非北極圏国が強い関心を
抱いている。

 このような開発等の経済活動の拡大は、復元力に乏しい北極域の環境や生態系に不可逆的な
ダメージを与えるのみならず、全球的な環境変化を拡大させるリスクも有することが指摘されている。

三本柱：研究開発・国際協力・持続的な利用

日本の北極政策
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「ArCS II公募要領」より



持続可能な社会の実現を目的として、北極域の環境変化の実態把握とプロセス解明、気象気候予測の高
度化などの先進的な研究を推進することにより、北極の急激な環境変化が我が国を含む人間社会に与え
る影響を評価し、研究成果の社会実装を目指すとともに、北極における国際的なルール形成のための法政
策的な対応の基礎となる科学的知見を国内外のステークホルダーに提供する。

戦略目標① 戦略目標② 戦略目標④戦略目標③

北極域における
自然環境の変化が
人間社会に与える
影響の評価

北極域の
持続可能な
利用のための
研究成果の

社会実装の試行・
法政策的対応

気象気候予測の
高度化

先進的な観測
システムを活用した
北極環境変化の
実態把握

人材育成・
研究力強化

戦略的
情報発信

重点課題① 重点課題②

研究基盤 国際連携拠点 北極域データアーカイブシステム（ADS）観測船 地球観測衛星データ

プロジェクトゴール

4つの戦略目標 2つの重点課題

11の研究課題
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北極域に関する先進的・学際的研究を推進しその社会実装を目指す



戦略目標：このプロジェクトは何を目指すのか 4

未だその理解が不十分な北極域における温暖化の影響について、その実態やプロセスを
把握するために、先進的な観測システムを活用した現地観測に基づく研究を進め、その
成果を公表する。特に、エアロゾルや雲の動態の理解と影響の評価、北極海の熱や物
質の輸送と海氷や生態系への影響の理解、温暖化によるグリーンランド氷床と環境の変
化の実態把握、環北極陸域における環境変化と生態系への影響の理解に焦点を当て
て、研究をすすめる。

北極域の持続
可能な利用のため
の研究成果の
社会実装の試行・
法政策的対応

北極域に関する社会科学研究の大きな課題として、北極における独特かつ複雑な政
治過程及び国際制度の展開を解明し、自然科学との連携に基づいた総合的な学術
的取り組みの一環としての諸課題への制度的解決策を検討する必要がある。そのため
に、日本の北極政策の実施・展開を下支えする社会科学研究の学術的な基盤を確立
するとともに、北極域において必要とされる適応策の実施に日本の北極研究の成果とし
ての科学的知見を結びつけるための体制の構築を目指す。

北極域でおきている自然環境の変化は、北極域に留まらず我が国を含めた多くの人々
の社会・経済・文化に影響を与えている。特に、北極陸域環境や陸域生態系の変化が
そこに住む人たちのエネルギー資源や食の安全性に与える影響(理解・評価)や、海氷
減少に伴う北極航路の利活用に必要とされる知見の蓄積や支援手法の構築、氷河氷
床と海洋の変化が重なり合う北極沿岸部の社会への影響(理解・評価)に着目し、自
然環境の変化が人間社会に与える影響を評価する。（評価だけでなく、情報提供もあ
る）

戦略目標④

戦略目標③

戦略目標②
温暖化によって起きている極端現象による災害に備えるために、また温暖化に伴う北極
域環境の変化に起因する、気候の長期的かつ不可逆的な変化の可能性に関する展
望を得るために、いま必要とされている気象気候予測の高度化・精緻化に資する気象
気候の遠隔影響の解明と予測可能性の評価を行う。

戦略目標①
先進的な観測
システムを活用し
た北極環境変化
の実態把握

気象気候予測
の高度化

北極域における
自然環境の変化
が人間社会に与
える影響の評価
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11の研究課題
ArCS IIでは、主要戦略目標以外との連携も念頭に置き、各研究課題と戦略目標が縦横に繋がりながら活動する。

主に貢献する
戦略目標
①

大気課題 北極大気環境研究
代表者：小池 真（東大）
副代表者：滝川 雅之（JAMSTEC）

サブ課題1北極気候に関わるエアロゾル・雲研究
責任者：小池 真（東大）

サブ課題2北極低緯度域を中心とした大気物質ライフサイク
ルの解明
責任者：滝川 雅之（JAMSTEC）

サブ課題3北極気候に関わる温室効果気体研究
責任者：森本 真司（東北大）

海洋課題 北極海環境動態の解明と汎用データセットの構築
代表者：渡邉 英嗣（JAMSTEC）
副代表者：上野 洋路（北大）

サブ課題1季節海氷域から多年氷域に至る海洋熱・淡水輸
送および物質循環
責任者：渡邉 英嗣（JAMSTEC）

サブ課題2急激な海氷縁後退に応答する海洋生態系の脆
弱性評価
責任者：平田 貴文（北大）

サブ課題3海氷を介した大気‒海洋（波浪含む）相互作用
責任者：西野 茂人（JAMSTEC）

雪氷課題 急激な温暖化に伴う雪氷圏変動の実態把握と変動メカニズムの
解明

代表者：青木 輝夫（極地研）
副代表者：庭野 匡思（気象研）

サブ課題1氷床・氷河・季節積雪変動の実態把握とメカニ
ズム解明 責任者：庭野 匡思（気象研）

サブ課題2過去に生じた温暖化の実態と環境への影響 責
任者：東 久美子（極地研）

サブ課題3季節海氷域における雪氷‒大気間の物質・水循
環解明とその気候への影響評価
責任者：的場 澄人（北大）

陸域課題 陸域生態系と凍土・周氷河環境の統合観測による物質循環過
程の解明

代表者：小林 秀樹（JAMSTEC）
副代表者：内田 雅己（極地研）
副代表者：末吉 哲雄（極地研）

サブ課題1急激な温暖化状況下での北極陸域生態系の実
態把握と応答プロセスの解明
責任者：内田 雅己（極地研）

サブ課題2温暖化状況下での北方林の機能と永久凍土の
相互作用プロセスの解明
責任者：小林 秀樹（JAMSTEC）

サブ課題3凍土・山岳氷河の融解に伴う物質循環への影響
と環境汚染物質の動態解明
責任者：末吉 哲雄（極地研）

主に貢献する
戦略目標
②

遠隔影響課題 気象気候の遠隔影響と予測可能性
代表者：本田 明治（新潟大）
副代表者：田口 文明（富山大）

サブ課題1寒気を伴う極端現象の発現メカニズム
責任者：本田 明治（新潟大）

サブ課題2環北極域の季節〜十年規模変動とその温暖化
による変調 責任者：田口 文明（富山大）

サブ課題3北極域温暖化増幅のメカニズム
責任者：吉森 正和（東大）

サブ課題4陸域プロセスを介した気象・気候変動の理解
責任者：佐藤 友徳（北大）

気候予測課題 気象気候予測と予測手法の高度化
代表者：羽角 博康（東大）
副代表者：小室 芳樹（JAMSTEC）

サブ課題1気候モデルにおける北極域プロセスの高度化
責任者：小室 芳樹（JAMSTEC）

サブ課題2気候予測の高度化
責任者：羽角 博康（東大）

サブ課題3海況予測の高度化
責任者：早稲田 卓爾（東大）

主に貢献する
戦略目標
③

社会文化課題 温暖化する北極域から見るエネルギー資源と食に関わる人間の安全保
障

代表者：高倉 浩樹（東北大）
副代表者：田畑 伸一郎（北大）

サブ課題1生態・水環境変化を想定した凍土荒廃影響評価
責任者：飯島 慈裕（三重大）

サブ課題2エネルギー資源開発と地域経済
責任者：田畑 伸一郎（北大）

サブ課題3食とアイデンティティをめぐる先住民社会
責任者：高倉 浩樹（東北大）

北極航路課題 北極海の環境変動を考慮した持続可能な航路利用の探究
代表者：金野 祥久（工学院大）
副代表者：松沢 孝俊（海技研）

サブ課題1航行支援に資する海氷情報生成手法の開発
責任者：金野 祥久（工学院大）

サブ課題2近未来の北極海環境を考慮した氷海船舶のリスク
評価とルール化
責任者：澤村 淳司（大阪大）

サブ課題3北極海における油流出事故のリスク評価および対
策・対応の検討
責任者：松沢 孝俊（海技研）

サブ課題4気候変動を考慮した北極航路利用の経済性評価
責任者：柴崎 隆一（東大）

沿岸環境課題 北極域における沿岸環境の変化とその社会影響
代表者：杉山 慎（北大）
副代表者：山口 篤（北大）

サブ課題1海洋環境と生態系の変化
責任者：山口 篤（北大）

サブ課題2氷河氷床変動 責任者：杉山 慎（北大）
サブ課題3陸域・大気・海氷変動 責任者：渡邊 達也（北

見工大）、佐藤 和敏（北見工大）
サブ課題4工学的アプローチ（廃棄物、建築・住環境、センサ

技術） 責任者：東條 安匡（北大）
サブ課題5人文社会科学的アプローチ

責任者：杉山 慎（北大）

主に貢献する
戦略目標
④

国際法制度課題 北極域の持続可能性を支える強靭な国際制度の設計と日本の貢献

代表者：柴田 明穂（神戸大）
副代表者：西本 健太郎（極地研）

サブ課題1北極国際科学協力の促進に資する国際制度構
築・強化に向けた国際法政策的研究
責任者：柴田 明穂（神戸大）

サブ課題2北極の海の持続可能な利用を促進する海洋法・
海事法のあり方に関する研究
責任者：西本 健太郎（東北大）

サブ課題3先住民族の権利と北極域の持続可能な発展に資
する関連国際法の統合的研究
責任者：小坂田 裕子（中京大）

国際政治課題 複雑化する北極域政治の総合的解明と日本の北極政策への貢献
代表者：大西 富士夫（北大）
副代表者：高橋 美野梨（北大）

サブ課題1北極域における協調的国際関係の史的展開及び
現状分析 責任者：大西 富士夫（北大）

サブ課題2北極域の資源をめぐる国家‒企業の政治と世界経
済 責任者：礪波 亜希（筑波大）

サブ課題3国家‒先住民の政治の展開
責任者：高橋 美野梨（北大）

サブ課題4非国家主体によるパラディプロマシーの展開
責任者：Saunavaara Juha（北大）

サブ課題5北極域についての日本の国民的認識の形成と変
遷 責任者：大西（北大）、礪波（筑波大）

サブ課題6戦略的政策課題に関する経済学的分析
責任者：成田 大樹（東大）
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研究課題

課題略称 氏名 機関

大気課題 小池 真 東京大学大学院理学系研究科

海洋課題 渡邉 英嗣 海洋研究開発機構地球環境部門北極環境変動総合研究センター

雪氷課題 青木 輝夫 国立極地研究所国際北極環境研究センター

陸域課題 小林 秀樹 海洋研究開発機構地球環境部門北極環境変動総合研究センター

遠隔影響課題 本田 明治 新潟大学自然科学系

気候予測課題 羽角 博康 東京大学大気海洋研究所

社会文化課題 高倉 浩樹 東北大学東北アジア研究センター

北極航路課題 金野 祥久 工学院大学工学部

沿岸環境課題 杉山 慎 北海道大学北極域研究センター

国際法制度課題 柴田 明穂 神戸大学大学院国際協力研究科/極域協力研究センター

国際政治課題 大西 富士
夫 北海道大学北極域研究センター

１１の研究課題
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戦略目標、研究課題、サブ課題

北極航路課題 北極海の環境変動を考慮した持続可能な航路利用の探究
代表者：金野 祥久（工学院大）
副代表者：松沢 孝俊（海技研）

サブ課題1 航行支援に資する海氷情報生成手法の開発
責任者：金野 祥久（工学院大）

サブ課題2 近未来の北極海環境を考慮した氷海船舶のリスク
評価とルール化
責任者：澤村 淳司（大阪大）

サブ課題3 北極海における油流出事故のリスク評価および対
策・対応の検討
責任者：松沢 孝俊（海技研）

サブ課題4 気候変動を考慮した北極航路利用の経済性評価
責任者：柴崎 隆一（東大）
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戦略目標③

極海の環境変動を考慮した持続可能な

路利用の探究

北極域における自然環境の変化が
人間社会に与える影響の評価

https://www.nipr.ac.jp/arcs2/wordpress/wp-content/themes/arcs2/goals/strategic_goals3/


北極域研究加速プロジェクトの目指すもの 8

北極域に関する先進的・学際的研究を推進しその社会実装を目指す

北極域研究
の推進

社会実装
の試行

北極政策へ
の貢献

GRENE・ArCSから加速

北極域研究で得られた成果等を利活用して、我が国社会や国際社会への更なる貢献及び
我が国の国際的存在感（プレゼンス）の更なる向上に資するための取り組み（公募要領）

• 理解が不十分な北極域温暖化の影響の実態やプロセスを把握する（目標①）
• 極端現象による災害に備える（目標②）
• 気候の長期的かつ不可逆的な変化の可能性に関する展望を得る（目標②）
• 北極域の住民のエネルギー資源や食の安全性に与える影響を評価する（目標③）
• 北極航路の利活用に必要となる知見の蓄積や支援手法の構築を行う（目標③）
• 環境変化の北極沿岸部への社会影響を評価する（目標③）
• 北極における独特で複雑な政治過程及び国際制度の展開を分析し、
諸課題への制度的解決策を検討する（目標④）

新たな挑戦

北極域研究の
認知度向上

国際プレゼンス
向上

ArCS II 北極航路課題・2020年度報告会

課題間連携 戦略目標を超えて
社会実装へ 社会への情報提供・人材育成・産業・政策
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重点課題②

重点課題①

北極政策
への貢献

北極域研究の
認知度向上

国際プレゼンス
向上

人材育成・
研究力強化

戦略的
情報発信

• 若手人材海外派遣プログラム
• 海外交流研究力強化プログラム
• 北極域研究加速に向けた研究計
画の公募

• 北極環境統合情報WEB
• 北極海氷情報室
• 教育・アウトリーチ
• 専門家派遣・政策決定者への情報
提供

ArCS II 北極航路課題・2020年度報告会



重点課題② 戦略的情報発信 －概要－

• 国民、研究者
• 政策決定者
• 民間企業
• 教育関係
• ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内

• 船舶会社
• 気象情報会社
• 国土交通省
• 教育関係

• 国連
• AC
• IASC
• 国内外の政策決定者
• 研究者コミュニティ

研究基盤の利用

ADS観測船国際連携
拠点

地球観測
衛星データ

 戦略目標に基づくプロジェクトの研究成果を国内外に迅速に発信する
 社会実装の試行, 北極政策シンクタンク機能を支援する情報基盤を構築する

10

• 国民
• 教育関係

北極海氷情報室

北極環境統合情報
WEB

国立極地研究所

専門家派遣・
政策決定者への
情報提供

教育・
アウトリーチ

国立極地研究所
海洋研究開発機構

北海道大学

ArCS IIの研究成果と
北極情報の集約・発信

実用性の高い北極海氷情報の配信

教育現場から社会人まで
幅広い情報発信

国際的な北極課題の把握と対応

ArCS II 研究者

ArCS II 北極航路課題・2020年度報告会 重点課題実施責任者（国立極地研究所・宮岡 宏）



北極海氷情報室 https://www.nipr.ac.jp/sea_ice/



北極環境情報統合WEB https://www.nipr.ac.jp/arctic_info/
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①
北極環境統合
情報WEB

目 的： ArCS IIプロジェクトの進捗情報ならびに研究成果、北極域に関する国内外の
最新の研究成果や知見・ニュースをはじめ、社会経済・工学を含む対応策や選
択案の提示など、本プロジェクトの社会実装に関する成果を多様なステークホル
ダーに向けて発信する北極域に関する総合的なポータルサイトの構築を目指す。

内 容： • プロジェクトの進捗情報ならびに研究成果をはじめ、北極環境情報を統合的
に発信するWEBサイトを構築・運営する。

• 国内外ニュース、イベント、研究や開発情報、各国の政策・法令などを収集し、
日々変化する環境情報、教育現場向けの番組や素材を制作提供する。

• コンテンツはプロジェクト参加者のコメント・アイデアに基づき、アップデートする。
対 象： 国民、研究者、政策決定者、民間企業、教育関係

• 研究成果プレスリリース、和英ニュースレター発行プロジェクト情報

• 北極に関わる最新ニュース国内外ニュース

• シンポジウム、講演会、ワークショップなど専門家向けから一般向け情報までイベント

• 国内外の北極プロジェクトの動向・会合情報、主要海外拠点の気象・環境データ国際北極情報

• 我が国および各国の北極政策や法令などのアーカイブ政策・法令

• 教育用素材の制作と提供教育

• プロジェクト内の戦略目標間および課題間連携を促進するための交流ツール（内部用）
プロジェクト内
共有フォーラム

コンテンツ

ArCS II 北極航路課題・2020年度報告会 重点課題実施責任者（国立極地研究所・宮岡 宏）



重点課題①②のArCS II プロジェクトにおける役割と貢献 14

（１）戦略目標間・課題間連携を促進するプロジェクト内の情報共有・
コミュニケーション基盤として分野融合研究の成果創出に貢献する。

（２）プレスリリース、和英ニュースレター、SNSなど多様なメディアを
通してプロジェクトの研究成果を迅速に国内外に発信し、北極研究
におけるArCS IIの国際的・社会的な認知度の向上に貢献する。

（３）北極海氷情報室による海氷波浪予測情報の配信と現場からのフィー
ドバックをもとに、安全で持続的な北極海航路の利活用に資する実
用性の高い配信情報の開発を進め、研究成果の社会実装に貢献する。

（４）北極評議会などの国際会合に専門家を派遣し、積極的な参画を行う
とともに、最新情報の集約と的確な分析、提言を国内の政策決定者
に提供することにより、国際ルール形成におけるプレゼンスの向上
に貢献する。

（５）海外交流研究力強化、若手海外派遣プログラムを通して、将来の北
極研究や諸問題の課題解決を担う人材の育成、研究組織の強化に貢
献する。

ArCS II 北極航路課題・2020年度報告会 重点課題実施責任者（国立極地研究所・宮岡 宏）



推進本部（特に統括役）を中心として課題間、目標間の連携を進める。

意見交換フォーラム（仮）

全体会合

政策対話ワーキンググループ

社会実装ワーキンググループ

個別集会

連携項目の抽出 連携の推進

推進本部

とりまとめ

プロジェクト参加者が情報や成果を共有し、意見交換を行うオンラインフォーラム

PDCAサイクル

オンラインフォーラムや各種会合を通じ
て連携のシーズを把握
→統括役を中心に推進本部で議論し
マッチング

統括役を中心にプロジェクトゴールに貢
献する連携の成果をとりまとめる

PD、SPD、統括役、専門家派遣の派遣者等により構成され、特に国際法制度課題、国際政治課題と連
携し、コーディネーターを中心に政策対話に向けた議論を体系的にフォローするワーキンググループ

PD、SPD、統括役、各研究課題の分担者、重点課題②の北極海氷情報室メンバー等により構成され、
コーディネーターを中心に研究成果等の社会への実装を促進するワーキンググループ

統括役または課題PIを中心に必要な関係者を集めて実施する個別の集会

プロジェクト参加者が一堂に会する会合
成果や情報を共有するとともに、集中ディスカッションなどにより連携を促進

連携項目の抽出や抽出後の連携の推進は下に示すような場で実施
情報や成果を推進本部で集約し、統括役を中心に進め方やとりまとめ方を議論、推進

15プロジェクト内連携プロジェクト内の連携 15
ArCS II 北極航路課題・2020年度報告会

月例：個人、グループ→
課題・戦略目標の統括へ



ニーズ

研究開発

社会実装

政策対話と社会実装への取り組み

政策対話コーディネーター

北極航路：海運、船舶、保険などの業界
気象予測：気象庁、民間気象会社
政府系機関：環境省、国土交通省、地方公共団体
海外現地社会：教育・健康・インフラ整備等の関係者

社会実装コーディネーター

我が国の国益、
実用・商用サービスに
資する成果創出

国際課題

研究・調査、
専門家派遣

政策決定者との対話

規制：航行ルール、中央北極海公海漁業活動、BC排出等
政策議論：環境条約、人権法、科学協定条約
ガバナンス：北極域政治プロセス

国際的制度形成、
我が国の北極政策

への貢献

必要性：防災・減災、資源開発、北極航路の実利用に向けた対応
効率性：産業界のニーズを自然科学系、工学系と多岐に渡る研究集団へ直接伝える
有効性：航路予測データの実験配信等により、現場のニーズに基づく発信内容の改善を進める

成果の発信先・ステークホルダー

必要性：展開の早い高度な専門性を要する国際課題への対応
効率性：自然科学系と国際法などの社会科学系の研究者の協働による知見提供
有効性：国際的な注目課題(Hot issues)への迅速な対応と話題提供

対話内容

16
ArCS II 北極航路課題・2020年度報告会
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北極気候システム及びその全球的な影響の解明
観測とモデルの

連携

GRENE
北極気候変動研究事業

2011-2015年度

文理連携

ArCS
北極域研究推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

2015-2019年度

自然科学・工学、
人文・社会科学、

との連携

ArCSⅡ
北極域研究加速ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

2020-2024年度

北極の急激な環境変化が抱える諸問題の解決とステークホルダーへの
情報提供強化、社会実装に向けた試行開始と積極的な人材育成

気象気候予
測の高度化・
精緻化

先進的な観測
システムを活用
した北極環境変
化の実態把握

北極域における自
然環境の変化が
人間社会に与え
る影響の評価

北極域の持続可能
な利用のための社
会実装の試行・法
政策的対応

北極の環境変化の実
態把握と正確な予測
の進展

環境変化が北極域に
おける人間社会に引
き起こす影響を把握

国内外のステーク
ホルダーへ情報の
提供を開始

北極科学研究の
オールジャパンコ
ミュニティを構築

北極研究プロジェクト（GRENE、ArCS、ArCSⅡ）



1990 2000                      2010                               2015                            2020 2025              
気候環境 温暖化 2012北極海海氷最少 全球気温最高記録更新

グリーンランド氷床全域融解

国際 1987 ムルマンスク演説
1996 北極評議会(AC)設立 2013 日本ACオブザーバ

2016- 北極科学大臣会合(ASM), 2018, 2021(日本開催）

社会経済 北極海航路の解放(旧ソ連)：90年代日本･ロシア・ノルウェーによる北極海航路(NSR)調査
NSR利用増加 2017ヤマルLNG開始

政府方針 2015「我が国の北極政策」
2018 第3期海洋基本計画

2019 総合海洋政策本部
参与会議意見書

北極科学研究活動

国際 1990 国際北極科学委員会(IASC)設立(1991日本加盟）

国内 2011-15 GRENE 2015-20 ArCS 2020-25 ArCS II
研究力統合/分野連携 人文社会参加 社会実装の試行

2011-北極環境研究コンソーシアム(JCAR）

北極に関する国内外の関心の高まりと研究活動動向

5年間の活動

そして将来へ



陸域/沿岸部

ノルウェー
スウェーデン
フィンランド

アラスカ/米国

カナダ

グリーンランド/デンマーク
アイスランド

高緯度北極域

北極海
中央部

Lat.60 70 80 90

北緯60-70度:
北極海を取り囲む陸域の
環境変化、先住民社会、
資源開発

北緯70-80度: 
海氷の減少域

北極海航路、資源開発
持続的な利用、先住民
安全保障、ガバナンス

北緯80-90度:
北極海中央部
未調査の地域
漁業利用凍結
今後の利用と保全検討

日本を含めた中緯度地域への北極域の影響
（気候、社会、産業）

シベリア/ロシア

北極圏（北緯66.5度以北）
及びその周辺

北極を巡る社会的関心

北極から

グローバルへ



ArCS IIの活動内容と展望について

社会、プロジェクト全体から

研究課題へ

個人、グループ、サブ課題、研究課題から

プロジェクト全体、社会へ、将来へ
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